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P..577 赤芽球療を合辞した胸腺践の2例

小鼓琢哉1・山本選生2・井口けさ人3・滋井 光E自主

総:fl1雅春3・石)11 成奨2・鬼塚1E孝人榊原 謙Z

穴見洋一九銀総逮生4・鈴木恵子5・野口雅之毛

筑波大学大学院人間総合科学部f究科1.筑波大学総床

医学系外科・2;土浦協同鶏際呼吸器外科3.筑波大学基礎

怒学系機波1;土浦協i奇病院病壌科S

鰭藤議;ま事支;球惑(purered cell却lasia:P設CA)の基礎疾患として重要である‘

爵疾患とも務な疾患でe合幹頻度治議効果などの報告は少ない.関連2施設で

1982年~縦8年4J1Iこ治議された鈎援態120撰中容 i現CAの合併li2鍔(1.7%)
だった PRCAfi骨髄生検をもとに血議内科医が診断した.(症例。71議男性，
1993年にPRCAが発慈し関駅こ緩欝援護と右踏襲平上j夜癌の合鮮が認められ

た議直後に揖騒全議結，お下業努除籍(討D2a)を受けた緩際援護it鵠麓護

(正悶IT，WHOAB}.擁癌lipStageIAと診挺された.議後iこステロイドが投与
され(パルス療法吋経口投与)， f)半年後に食塩~i穀決した， (益構2)印象女性

1996年にPRCAが発症，議踊麗護も問時に諺められたが本人の窓患で手議を受け
なかった.PRCAIま輪車，ステロイド，免疫抑制菊 (CyclosporinA : Cy A. Cy. 
clophoshamide)で治接されたが.治諜抵抗笠で鰯作潟がj詩怒となった議鱗議議

の長授は1997→2摂忘年で18-+おmmと増大した.郷5年5月1:鋳3空会議議を受
け.1擁護(正潟n.WHOB2}と診断された.現在liCyAの投与中だがt患の
軽設はない.(考察}擦&~撃の PRCA 合替惑は持 5誌といわれているが，本綾おで
は1.7%と抵率だった.PRCA合{if:の擁擁護iこiiSpindle ceH typeが多いといわれ
るが，症錦 2のように WH0 1'ypeB のものも容をする‘緯韓議に ~i悪性義患に準
じた治霊訪t必要なため，PRCA合磐の錦線騒も基本的iこは手議都民考えられる.

一方.PRCAtこ対する韓鰻議議の襲撃は30誌軽度に留まるとされる‘ PRCAの予
設が不良であることを考えると，実擦の手常連阜の調節ま撃しい‘
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